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にんようせい

温存に関する質問をお持ちの 

がん患者さんへ 
―聞きたいことをきちんと聞くために― 

 

 

 
 

 

 

この中には治療経験者の方からお聞きした「質問したい」「質問したかった」妊孕性温存に関する質問が書

かれています 
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はじめに 

医学の進歩により、がん患者さんの多くがより長期に生存できるようになってきましたが、病気

や治療の影響によって子どもを持つ事が難しい場合があります。「生殖機能や不妊治療の事」は

がん治療経験者の上位の悩みのひとつです。患者さんは妊孕性（妊娠する力）に関する情報をも

っと得たいと感じている方が多くいる一方で何を誰に質問すればよいのかよくわからないという

意見も聞きます。患者さんが十分な情報を収集し、理解したうえで今後の社会生活を送ることは

大切です。2022 年の「がん診療連携拠点病院などの整備に関する指針」においては、妊孕性温

存療法、およびがん治療後の生殖補助医療に関する情報提供および意思決定を行う整備をする

ことが求められています。「第４期がん対策推進基本計画」では妊孕性温存療法の医療体制が明

記されています。しかし、診断時は、治療開始までの猶予がなかったり、妊孕性の問題を理解する

事が難しい年齢の方や、医学的に妊孕性温存が難しいといわれ悩んでいらっしゃる方もいると思

います。 

がん治療の前に妊孕性温存を考えている患者さんが十分な情報を収集し、疑問を解決できるよ

うに、質問リストを作りました。ここに挙げた質問は、多くの同世代のがん治療を受けた患者さん

から得た妊孕性温存に関する質問です。このパンフレットが、医師との面談の際に、みなさんの情

報収集や理解のお役に立てると幸いです。 
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手に取って読む前に 

この冊子は、妊孕性温存に関する疑問を解決し、整理する助けになるとよいなと思い作りまし

た。すでに説明を受けて理解している質問も書かれていると思いますが、説明を聞いて聞き足り

なかった事、よくわからなかった事があれば、主治医や看護師さん、他、質問しやすい医療スタッ

フに尋ねてみましょう。質問したスタッフにとって、専門外の質問もあるかもしれませんが、解決方

法を一緒に考えてくれると思います。 

 

 

用語の説明 

妊孕性 
妊娠するための力で、卵子、精子、性機能、生殖器、内分泌（ホルモン）が関

係します。よって、女性にも男性にもかかわります。 

妊孕性温存 
がんの治療や加齢によって妊娠する力が低下する可能性がある時、前もっ

てその力を保存しておくことで、卵子、精子、受精卵、卵巣を凍結保存します 

生殖補助医療 体外受精や顕微授精など、高度な不妊治療のことです 

胚 受精卵 
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パンフレットの使い方 

このパンフレットには、患者さんがよく尋ねる質問が並んでいます。医師との面談の前に、あなた

が聞きたい質問の数字に〇を付けてください。また、パンフレットにない質問があれば、“他に尋ね

たいこと”の欄に、書き込んでください。 

質問の内容は人それぞれ違いますし、どのくらい知りたいかも人によって違います。たくさんの

質問が並んでいますが、中には聞きたくない質問やあなたにはあてはまらない質問もあるかもし

れません。すべてを聞く必要はないですし、すでに医師から説明があった質問もあるかもしれま

せん。一度の面談ですべての質問に答えてもらうことが難しい場合もあると思います。聞きたい

ことがすべて聞けたか、確認のためにもこのパンフレットを使っていただけると幸いです。 

 

使用例 

1. 質問リストを見ながらご自身のことについてどれくらい知っているか確認してみる 

2. 質問してみたい項目があれば〇をつけておく（下記参照） 

3. その質問を聞いてみたい人をみつける（主治医や、看護師だけでなく、妊孕性に関する疑問

には、いろんな医療従事者が関わります。産婦人科医、泌尿器科医、薬剤師、ソーシャルワー

カー、心理士などです。主治医や担当看護師から紹介してもらうことも可能です。）＊同じ質

問を別の医療者に聞いてもらっても構いません 

4. 聞きたいときに聞きたい内容を質問する 

5. メモを取っておき帰ってからもう一度ご自身のことについて考えてみる 

6. ふと思い出した時にこの冊子を開いてみる 

 

 

 

例 

A.妊孕性温存について考える前に 

1. 病気の事で頭がいっぱいです 今決めないといけませんか？ 

2. 今はこどもを持つ事がイメージできません 他の方はどうしているのでしょうか？ 

3. パートナーがいなくても温存は可能ですか 
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質問リスト 

 

A.妊孕性温存について考える前に 

 1. 病気の事で頭がいっぱいです 今決めないといけませんか？ 

 2. 今はこどもを持つ事がイメージできません 他の方はどうしているのでしょうか？ 

 3. パートナーがいなくても温存は可能ですか 

     

B.がん治療と妊孕性について 

 4. 妊孕性の意味を教えてください 

 5. これから受けるがんの治療は妊孕性に影響がありますか？ 

 6. 同じ病気で妊娠している人はいますか？ 

 7. 
温存しなくても子供を持てる可能性（自然妊娠）はありますか？ 

それはどのくらいの確率ですか？ 

     

C.妊孕性温存の実際 

 8. 妊孕性温存を優先すると治療に影響がありますか？ 

 9. 妊孕性温存に年齢制限はありますか？ 

 10. 妊孕性温存の成功率はどのくらいですか？ 

 11. 同じ病気の方で妊孕性温存している人はいますか？ 

 12. 温存はどこでどのようにするのでしょうか 

 13. どのくらいの期間が必要ですか？ 

 14. それは痛みを伴いますか？ 

 15. 妊孕性温存時にどのくらいの費用がかかりますか？ 
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 16. 妊孕性温存後凍結保管にどのくらいの費用がかかりますか？ 

 17. 助成金など経済的支援は受けられますか? 

    

D.温存した精子や卵子等の利用について 

 18. 温存した卵子や精子を使って子どもを持てる可能性はどのくらいですか？ 

 19. 保存した精子や卵子を使って妊娠するまでの流れを教えてください。 

 20.  必要な手続きを教えてください 

 21.  治療の内容を教えてください 

 22.  生活に影響するような副作用はありますか？ 

 23.  妊娠するまでどのくらいの期間がかかりますか？ 

 24.  費用はどのくらいですか？ 

 25.  助成金など経済的支援は受けられますか? 

 26. 今のパートナーと異なる人との胚(受精卵)は使用できますか？ 

 27. 温存した精子や卵子、胚、卵巣はいつまで使えますか？ 

    

E.その他 

 28. 医師からの説明以外に情報を得る方法があれば教えてください 

 29. 患者本人がこどもで理解が難しい場合、どのように説明したらよいでしょうか  

 30. 自身の希望と家族やパートナーの意見が異なる場合に、相談できますか？ 
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＊他に尋ねたいこと 

① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

 

⑤ 
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メモ欄 
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【医療者向け】 
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妊孕性温存に関する質問促進資材（Question Prompt List）活用のお願い 

― AYA 世代の患者さんの「聞きたい」を支えるために ― 

 

 

■ 質問促進資材（Question Prompt List；QPL）について 

AYA 世代のがん患者さんにとって、妊孕性に関する問題は大切なテーマです

が、診察室では医療者へ質問しづらい話題でもあります。本 QPL は、患者さんが

安心して質問できるよう支援するためのツールです。 

本 QPL は、がん治療を経験された AYA 世代の方の声をもとに作成されまし

た。患者さんの「知りたかった」「後から困った」という経験を反映し、質問しやすい

形式に整理しています。 

 

 

 

■ 使い方（基本の流れ） 

① 患者さんが手に取りやすい場所に設置する、もしくは医療者から QPL を渡す 

② 患者さんが疑問を整理し質問項目を選択する 

③ 質問を受けた医療者は真摯に対応し、必要に応じて専門職へつなぐ 

 

 

 

■ QPL 活用における医療者へのお願い 

・ 「このこと聞いてみよう！」と感じられる雰囲気づくりを！ 

すべてに一人で対応する必要はなく、橋渡しツールとしてご活用ください 

・ 妊孕性は価値観が大きく関わるテーマです QPL をきっかけに、「この患者さんにとって何が大切か」

を確認する対話をぜひ大切にしてください 

 

 

■ 最後に 

QPL は、患者さんが医療者とスムーズに質問・対話ができるツールです。 

妊孕性温存について、患者さんが主体的に考え、選択できるよう、ぜひご活用ください。 

 

医療者のみなさまへ 

ご利用のまえに一度お読みください 


